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■研究の目的・意義

染色の始まりは古代まで遡 り、我々の祖

先は植物の根や葉、花びら、樹皮などをは

じめとした身の回 りにある材料を用いて繊

維を染め、織物にし、それ らを生活の中に

取 り入れ表現 してきた。利便性から今 日で

は主流 となつた合成染料に比べ、古くから

使用 されてきた天然染料には表情豊かな色

感や独自の深みのある美 しさがある。また、

昇在に残る古裂を見ると、今 も鮮やかな色

調を保つているものも多い。

本研究では関東地方の旧家から入手 した

「銘物切 レ鑑」をもとに使用 された染料の

鑑男1をすることによつて、当時 どのような

染料を用い、どのようにして繊維を染めた

のかとい う伝統的染色技法に関する知見を

得ることを目的としている。

畷 物切 レ鑑」とは古裂地の断片がアル

バ ム状 に張 り付 け られ て いる もので、

全部で 72種の裂が収められてお り、色相も

様々であるが今回は赤色染料の鑑別を試み

ることにした。赤は火の色、血の色、太陽

の色であり農耕民族である日本人は赤色を

尊び、憧憬の気持ちを抱いてきた。また古

くから自然に対する祈 りの色や、魔よけの

ましないの色とされ、古代、人々は赤土を

用いて住居の壁や身体に赤色を塗 りつけて

いたといわれている。

今回、染料の鑑別を行 うことで、当時の

人々がどのようにしてそのような様々な意

味を持つ赤色を染め、表現 していたのかを

知ることができると考えた。

「銘物裂Jは特に茶の湯の世界で名画・

名筆の表装、名物茶器の仕履などに用いら

れ、染織品自体が美的な観賞の対象となっ

たもので、様々な種類がある。また裂に付

けられた名称も様々で、その由来は次の 5

種類ほどに大別される。

1 所蔵 していた人物名、または寺院洛 を名

称 として付けたもの

2 裂地の文様を名称にしたもの

3 茶器などの名物品から

4 生産地、またはその所在地から

5 能装束として使われる演 日から

このような出来を持つ名物裂は、中国の

末・元・明時代の金襴・ 印金・緞子・間道

などを中心として、さらにはイン ドや東南

アジアから舶載された染織品も含まれると

されている。そのため、今回「銘物切 レ艦」

をもとに染料の鑑定を行 うことによって、

当時の海外においての染色技法や、それら

の裂が日本の染繊に与えた影響の解明にも

つながると考えた。



■実験方法

1 染料の抽出

「銘物切レ艦」に含まれる裂の中で赤色

の繊維を含む裂 7種について、以下の実験

を行った。

試料 となる染色布 より繊維を2mg採取し、

DMF(dlmethyrOrlllamlde9 1mlを 加え、

加熱抽出した。その際に溶出しない場合は

さらに DMF(dlmethybrman量 Dlmlを
加え、それでも抽出しない際は 10%水酸化

ナ トリウム水溶液を l12ml加 えた(図 1)。

DMF(dlmethyrOnllamlde)を 加えるのは

天然色の溶解が容易で、非媒染の色素も媒

染されている色素も溶出させる力が強いか

らであり、水酸化ナ トリウムは繊維 を膨潤

させ、色素を出やすくさせるためである。
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図 1 色素の抽出方法

2 吸収スペク トル測定

その後 200～91Xlnmにおける抽出液の吸

収スペク トルを紫外可視分光光度計 (日 本

分光製 V550型)を使用 して測定 した。

3 対照試料

それぞれの試料に対応するものとして、

対照染色試料を調製 した。

31 染色

絹布 (中尾フィルター製 14目付羽二重)

を赤色の天然染料である紅花、茜、コチニ

ール、ラック、蘇芳の 5種を用いて染色を

行つた。

32 媒染

媒染剤は稲藁灰汁、錫酸ナ トリウムとク

エン酸を混合 した水溶液、酢酸アル ミユウ

ム水溶液、酢酸銅水溶液を用いた。金属イ

オン媒染溶液の濃度はそれぞれ 02%と し、

常温で 30分間媒染した。茜は先媒染を、コ

チニール、ラック、蘇芳の 3種は後媒染を

行つた。

33 色素抽出・吸収スペク トル測定

未媒染の布を含めた計 21種 の絹布を図 1

と同様の方法で色素抽出し、吸収スペク ト

ル測定を行った (図 2)。 媒染剤ごとに吸収

のピークが異なっていることがわかる。

34 測色

対照染色試料布の F″ド表色系数値を、

多光原分光測色計 (ス ガ試験協株式会朴製 )

で絹康布を中心として計測 した。

図 2 ラックの吸収スペク トル曲線

各対照試料の吸収スペク トルのピークと

L・a★b★値を表 2に示 した。
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表 1  対照試料における吸収スペク トルのピークと ,ざb★値
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■ 結果 と考察

1 試料 1(間道更紛

試料 1と 紅花の吸収スペク トル曲線を比

較 した結果、この試料に用いられた染料は

紅花であると判断 した (図 3)。

2 試料 2(古更紗)

試料 2と 茜の吸収スペク トル曲線を比較

した結果、この試料に用いられた染料は茜

(錫媒染)で あると判断 した (図 4)。

3 試料 3(大赤口)

試料 3と紅花の吸収スペク トル波形を比

較 した結果、この試料に用いられた染料は

紅花であると考えた (図 3)。

4 試料 4(糸屋切繊留 )

試料 4と 茜の吸収スペク トル波形を比較

した結果、この試料に用いられた染料は茜

(銅媒勘 であると考えた (図 5)。

5 試料 5(夏下襲 )

試料 5と 茜の吸収スペク トル波形を比較

した結果、この試料に用いられた染料は茜

(Al媒染)であると考えた (図 6)。

6 試料 6(名 称 不明)

試料 6と 茜の吸収スペク トル波形を比較

した結果、この試料に用いられた染料は茜

編 媒染)であると考えた (図 5)。

7 試料 7銘 絲 明)

試料 4と 蘇芳の吸収スペク トル波形を比較

した結果、この試料に用いられた染料は蘇

芳 (錫媒染)であると考えた (図 7)。

図 3 試料 1・ 3と 紅花の吸収スペク トル曲線



図 4 試料 2と 茜 (銅媒染)の吸収スペクトル曲線 塾料_ 天然染刺名    媒染剤

1   紅花

2   茜

3   紅花

4   茜

5   茜

6   茜

7   蘇芳

■ まとめ

試料に用いられていた染料と媒染剤を表

2に示した。7つの試料のうち、4種類が茜

という結果であった。当時は赤色を染める

際に茜が入手しやすく一般的であったと考

えられる。
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図 6

図 6 試料 4・ 6と 茜 (銅媒染)の吸収スペクトル

試料 5と 茜 (Al媒 染)の吸収スペクトル曲

線

試料 7と 蘇芳 (錫 媒染)の吸収スペク

トル曲線

図 7


